
京
都
南
部
地
域

行
政
改
革
推
進
会
議

乙
訓
地
域

分
科
会

だ
よ
り

み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
く

ま
ち
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
の
ま
ち
の
将
来
を

　平成24年度の完成を目指し、現在工事中の京都第二
外環状道路（通称にそと）は延長15.7㎞の自動車専用
道路です。京都縦貫自動車道を構成する６つの自動車
道の中で、名神高速道路とつながる最も京都市寄りの
部分を担っています。
　乙訓地域と京都府北部との交通が便利になること
で、人・モノの流れが活発になり、乙訓地域の更なる
活性化が期待されます。

乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
向
日
市
・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
の
自
治
体
合
併
に

つ
い
て
調
査
研
究
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
京
都
府
内
の
合
併

市
町
の
効
果
・
課
題
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
ま
た
、
乙
訓
地
域
の
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
も
く
じ
◆

　
　
　  

合
併
で
ど
う
変
わ
っ
た
？

効
果
と
課
題 

　 

京
都
府
内
の
合
併
市
町
の
状
況
か
ら 

2

合
併
し
た
自
治
体
は
、
い
ま

 

三
重
県
桑
名
市
、
岐
阜
県
各か

か
み
が
は
ら

務
原
市 

6

乙
訓
地
域
で
広
が
る 

住
民
の
手
に
よ
る 

ま
ち
の
活
性
化 

8

研
修
レ
ポ
ー
ト
「
市
町
の
枠
を
越
え
た
広
域
観
光
」 

10

合
併
以
外
の
広
域
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
？ 

11

乙
訓
地
域
の
祭
り 

12

特 

集

vol.09
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大山崎町

向日市

長岡京市

（
１
）
平
成
11
年
度
と
21
年
度
の

職
員
数
を
比
較
す
る
と
、
府
全
体

で
５
千
26
人
・
約
16
％
削
減
さ
れ

ま
し
た
。
合
併
市
町
で
は
３
千
７

５
０
人
・
約
16
％
の
減
、
未
合
併

市
町
村
で
は
１
千
２
７
６
人
・
約

14
％
の
減
な
の
で
、
合
併
の
有
無

と
職
員
数
の
削
減
に
は
大
き
な
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん（
図
１
）。
た
だ

し
、
議
員
定
数
、
常
勤
特
別
職
数

で
は
、
未
合
併
市
町
村
で
は
そ
れ

ぞ
れ
50
人・約
12
％
の
減
、
15
人・

約
28
％
の
減
に
対
し
、
合
併
市
町

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
２
５
７
人
・
約

55
％
の
減
、
63
人
・
約
78
％
の
減

と
、
大
幅
な
削
減
が
進
み
ま
し
た
。

（
２
）
同
じ
く
平
成
11
年
度
と
21

年
度
の
人
件
費
を
み
る
と
、
合
併

市
町
で
は
２
７
７
億
円
・
約
16
％

の
減
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
京
都

市
を
除
い
た
合
併
市
町
の
人
件
費

は
62
億
２
０
０
万
円
・
約
21
％
の

減
で
し
た
。
削
減
率
は
未
合
併

市
町
村
の
83
億
８
千
２
０
０
万

円
・
11
％
の
減
の
ほ
ぼ
２
倍
と

な
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
を
除
い

た
合
併
市
町
で
は
大
幅
な
人
件
費

削
減
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

（
３
）合
併
市
町
で
は
職
員
数
を
減

ら
す
一
方
、
専
門
的
な
組
織
・
職

員
の
設
置
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

福 

知
山
市
：
旧
３
町
（
大
江
町
・

三
和
町
・
夜や

く

の
久
野
町
）
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
業
務
と
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う
支
所

を
設
置
。
庁
内
横
断
的
課
題
を

検
討
す
る
た
め
、
本
庁
・
支
所

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
け
、
由
良
川
の
水
防
対
策

な
ど
、
特
色
あ
る
取
り
組
み
を

展
開

京 

丹
後
市
：
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
推
進
の
た
め
環
境
バ
イ
オ

マ
ス
推
進
課
を
新
設
。
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
を
原
料
と
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
へ
の

取
り
組
み
な
ど
を
展
開

木 

津
川
市
：
旧
木
津
町
で
は「
係
」

が
行
っ
て
い
た
企
業
誘
致
活
動

を
専
門
的
に
行
う
部
署
「
企
業

立
地
推
進
室
」
を
新
設
。
合
併

に
よ
る
知
名
度
の
向
上
や
、
学

研
都
市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を

効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
新

規
企
業
の
誘
致
に
成
功

（
１
）
扶
助
費
（
生
活
保
護
法
、児

童
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
な
ど
に

基
づ
き
、
被
扶
助
者
に
対
し
て
支

給
す
る
費
用
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
な

ど
。
市
が
法
律
に
基
づ
か
な
い
で
、

全国的な「平成の大合併」が平成23年３月で一区切りし、一定期間が
経過しました。合併した市町村ではどのような効果・課題が表れてい
るのでしょうか。前号に続き、京都府の「今後の高齢化・人口減少社
会における府・市町村のあり方研究会」が合併市町を対象に行ったア
ンケートの分析報告（第６回報告、第７回報告）から探っていきます。

合併でどう変わった？
効果と課題
 ― 京都府内の合併市町の状況から

特 集

合併でどう変わった？特 集

事 

例

検証

1

検証

２

組織の
効率化の状況

財政基盤の
強化の状況

合併のメリットのわかりやすい例としてあげられ
てきたのが、職員と人件費の削減による組織のス
リム化でした。実際はどうだったのでしょう。

次は財政事情です。合併により自治体の財政基
盤は強化されるといわれてきました。財政基盤
はどう改善されたのでしょうか。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

平成21年度
平成11年度23,193

19,443

8,814
7,538

未合併市町村職員数合併市町職員数

平成21年度
平成11年度172,877

145,177

73,144
64,762

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

未合併市町村
人件費

合併市町人件費

図１図２

京都府内の合併市町

福知山市役所

京丹波町役場

木津川市役所

京丹後市役所

南丹市役所

与謝野町役場
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単
独
施
策
と
し
て
行
う
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
扶
助
費
に
含
ま
れ
ま
す
）

　
平
成
11
年
度
と
21
年
度
を
比
較

す
る
と
、
未
合
併
市
町
村
で
48
・

₉3
％
の
増
、
京
都
市
を
除
く
合
併

市
町
で
は
4₉
・
85
％
の
増
と
、
合

併
に
か
か
わ
ら
ず
社
会
保
障
関
連

経
費
は
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

（
２
）物
件
費（
ア
ル
バ
イ
ト
賃
金

や
旅
費
、
需
用
費
、
役
務
費
、
使

用
料
及
び
賃
借
料
、
１
０
０
万
円

未
満
の
備
品
の
購
入
、
委
託
料
な

ど
に
係
る
費
用
）

　
10
年
間
の
変
化
で
は
、
未
合
併

市
町
村
が
２
％
の
減
で
あ
る
の
に

比
べ
、
京
都
市
を
除
く
合
併
市
町

で
は
４
・
78
％
の
減
と
削
減
率
は

大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
合
併

市
町
村
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
３
）
普
通
建
設
事
業
費
（
道
路
、

橋
り
ょ
う
、
学
校
、
保
育
所
、
庁

舎
な
ど
の
公
共
施
設
、
公
用
施
設

の
建
設
事
業
に
必
要
と
さ
れ
る
投

資
的
な
費
用
）

　
合
併
後
は
新
市
町
の
基
盤
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
た
た
め
、
京
都
市

を
除
く
合
併
市
町
で
は
増
加
し
て

い
ま
す
。

（
４
）地
方
交
付
税（
地
方
税
収
入

の
不
均
衡
に
よ
る
自
治
体
間
の
格

差
を
調
整
す
る
た
め
、
自
治
体
の

独
自
判
断
で
使
え
る
財
源
と
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
）

　
京
都
市
を
除
く
合
併
市
町
で
は

一
時
的
に
普
通
交
付
税
が
増
額
さ

れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
合
併
後
５

年
間
は
増
額
が
続
き
ま
す
が
、
そ

の
後
５
年
間
を
か
け
て
増
額
分
が

徐
々
に
減
少
し
て
ゆ
き
、
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。

　
検
証
１
と
２
か
ら
、
合
併
市
町

で
は
、
合
併
に
伴
う
行
財
政
体
制

の
見
直
し
に
よ
り
、
人
件
費
を
大

幅
に
削
減
す
る
一
方
、新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
基
盤
整

備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

意
見（
１
）

●�

人
口
あ
た
り
の
職
員
数
が
減

り
、
役
場
が
支
所
に
格
下
げ
に

な
る
な
ど
、
住
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
っ
た

◦�

自
治
会
ご
と
、
あ
る
い
は
支
所

ご
と
に
担
当
職
員
を
指
定
し
、

●●● 市町村合併の背景とポイント ●●●
1. 地方分権の推進
　○ 地方でできることは地方で
　○ 住民に最も身近な市町村について、規模・能力の充実が大切

2. 少子高齢化の進展
　○人口減少社会に突入
　○ 少子高齢化に対応した、サービスの提供・専門スタッフが必要

3. 広域的な行政需要が増大
　○ 日常生活圏（通勤、通学、買い物など）の拡大に応じた、市町村の拡大が必要

4. 行政改革の推進
　○ 極めて厳しい財政状況。国・地方とも、より簡素で効率的な行財政運営が必要

→更なる行政改革の推進

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の

規
模
・
能
力
の
充
実
、
行
財
政

基
盤
の
強
化
が
必
要

市
町
村
合
併
の
推
進

自
治
会
長
な
ど
住
民
か
ら
の
相

談
を
受
け
る
窓
口
と
し
て
、
地

域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み
・
体

制
づ
く
り
を
推
進

● 

自
治
区
の
区
長
を
構
成
員
と
す

る
懇
談
会
を
開
催
し
、
行
政
と

の
連
絡
調
整
、
行
政
に
対
す
る

意
見
交
換
の
場
と
し
て
活
用

● 

地
域
審
議
会
を
設
け
、
地
域
か

ら
市
へ
の
提
言
を
受
け
付
け
、

ま
た
、
定
期
的
な
要
望
機
会
を

設
定

意
見（
２
）

● 

役
場
の
機
能
が
縮
小
し
て
、
不

便
に
な
っ
た
り
、
地
域
間
で
格

差
が
生
じ
る
の
で
は

● 

住
民
の
利
便
性
を
維
持
す
る
た

め
、
本
庁
以
外
の
庁
舎
に
窓
口

機
能
や
福
祉
、
地
域
振
興
な
ど

の
組
織
を
設
置

● 

各
旧
町
の
役
場
機
能
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庁

舎
に
異
な
る
組
織
を
設
置
し

て
、
地
域
間
の
格
差
が
出
な
い

よ
う
に
配
慮

● 

支
所
の
窓
口
相
談
係
、
総
務
防

災
係
、
地
域
振
興
係
の
設
置
に

よ
る
日
常
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
と
地
域
振
興
の
実
施

● 

曜
日
を
変
え
て
３
庁
舎
の
延
長

窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
る

夜
間
利
用
の
利
便
性
の
向
上

意
見（
３
）

● 

関
連
産
業
と
の
つ
な
が
り
が
後

退
し
、
周
辺
部
で
あ
る
旧
町
域

で
の
活
力
が
失
わ
れ
た

● 

地
域
振
興
施
策
を
提
言
す
る
場

を
設
定

● 

市
民
活
動
を
支
援
す
る
地
域
サ

ポ
ー
タ
ー
の
設
置
や
地
域
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
地
域

活
性
化
な
ど
の
旧
町
単
位
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進

● 

旧
町
の
特
色
あ
る
地
域
資
源
を

活
用
し
た
振
興
施
策
の
実
施

そもそも市町村合併ってなぜ推進されたの？

　
合
併
市
町
で
は
住
民
の
声
に
対

応
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
町

村
合
併
に
対
す
る
積
極
的
な
評
価

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
住
民

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

必
要
な
取
り
組
み
を
一
層
進
め
る

こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
合
併
に
よ
り
財
政
基
盤

や
行
政
体
制
が
強
化
さ
れ
、
人
件

費
な
ど
の
経
費
削
減
、
高
度
化
・

検証

3
合併後の住民の意見と
その対応策

人件費の削減など、合併による効果を上げている一方、住民からは
否定的な意見も寄せられています。その意見に対応するため、各市
町ではさまざまな取り組みを推進しています。

検証

4
合併・未合併市町村に
今後求められること

合併市町に求められる
５つのポイント

強化された組織体制で、住民が実
感できる施策を展開すること
地域住民と行政の絆やつながりを
感じられる行政であること
中心部と周辺部のバランスのとれ
た活性化の取り組み
高齢化・人口減少社会の中、複雑
化・多様化する地域課題の解決に
自ら対応していくこと
財政面の特例措置期間が終了した
後の自立的な財政運営

未合併小規模市町村に求められる
３つのポイント

地域の実情に合った方法で、住民
生活に不可欠な公共サービスを維
持していくこと
高齢化・人口減少社会を見据え、中
長期的に持続可能な行財政運営基
盤の確立に向けた創意工夫
効果的な広域連携の推進

その１ その１

その２
その２

その３

その３その４

その５

合併市町・未合併（小規模）市町村に
今後求められていること

専
門
化
さ
れ
た
行
政
組
織
の
設
置

と
い
っ
た
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
合
併
後
10
年
間
と
い
う
、
地
方

交
付
税
の
一
時
的
な
増
額
の
期
限

切
れ
が
迫
る
中
、
将
来
を
見
据
え

た
基
盤
の
強
化
、
今
後
い
っ
そ
う

加
速
す
る
と
み
ら
れ
る
高
齢
化
・

人
口
減
少
の
進
行
、
地
域
経
済
の

衰
退
、
公
共
事
業
の
減
少
な
ど
を

見
据
え
、
住
民
と
と
も
に
、
足
腰

の
強
い
市
町
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合併でどう変わった？特 集

対
応
策

対
応
策

対
応
策

勝竜寺城公園（長岡京市）
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合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま

岐阜県

各務原市
三重県

桑名市

視
察
レ
ポ
ー
ト

　
各か

か
み
が
は
ら

務
原
市
は
平
成
16
年
11
月
に
旧
各
務
原
市
、
旧
川

島
町
が
旧
合
併
特
例
法
に
よ
り
編
入
合
併
し
た
自
治
体

で
す
。
人
口
が
14
万
９
４
１
４
人
で
、
面
積
は
87
・
77

◦
市
の
概
要

　
桑
名
市
は
平
成
16
年
12
月
に
旧
桑
名
市
、旧
多た

ど度
町
、

旧
長
島
町
が
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
新
設
合
併
し
た

自
治
体
で
す
。

　
人
口
は
14
万
２
４
２
７
人
で
、
面
積
は
１
３
６
・
61

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
４
倍
）
で
す
。

議
員
定
数
は
、１
市
２
町
合
併
直
後
は
60
人
で
し
た
が
、

現
在
は
、
28
人
で
す
。
合
併
直
後
の
職
員
数
は
、
１
５

４
９
人
（
旧
桑
名
市
１
２
９
９
人
、
旧
多
度
町
１
１
３

人
、
旧
長
島
町
１
３
７
人
）
で
し
た
が
、
現
在
は
１
１

５
６
人
で
す
。

◦
合
併
の
経
緯

　
平
成
13
年
６
月
に「
桑
名
地
区
周
辺
都
市
研
究
会
」に

お
い
て
調
査
研
究
を
始
め
、
平
成
14
年
２
月
に
発
足
し

た
「
桑
名
市
・
多
度
町
・
長
島
町
・
木き
そ
さ
き
曽
岬
町
・
東と

う
い
ん員

町
任
意
合
併
協
議
会
」
で
の
協
議
を
経
て
、
平
成
15
年

２
月
に
旧
桑
名
市
、
旧
多
度
町
、
旧
長
島
町
で
構
成
す

る
「
桑
名
市
・
多
度
町
・
長
島
町
合
併
協
議
会
」
に
お

い
て
本
格
的
な
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
16
年
10

月
ま
で
の
間
に
全
17
回
の
会
議
を
重
ね
、
同
年
12
月
に

新
「
桑
名
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

◦�

合
併
後
の
新
た
な
事
業
と�

財
政
改
革
効
果

　
合
併
後
の
新
規
事
業
と
し
て
、
市
民
会
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
、
漁
業
観
光
交
流
施
設
建
設
事
業
、
新
火
葬

場
建
設
事
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
地
域
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
、
議
員
等
の
給
与
等
の
削
減
と
と
も

に
、
平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
定
員
適
正
化
計
画
を
実

行
し
、
職
員
を
削
減
す
る
こ
と
な
ど
歳
出
削
減
に
努
め

て
い
ま
す
。

◦
市
民
の
声

　
合
併
に
つ
い
て
、
旧
多
度
町
、
旧
長
島
町
で
は
町
が

さ
び
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

合
併
後
、
旧
２
町
の
庁
舎
は
総
合
支
所
と
し
て
い
ま
す

が
、
徐
々
に
職
員
が
減
っ
た
こ
と
で
、
寂
し
く
な
っ
た

と
の
声
も
あ
り
ま
す
。

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
２
・
７
倍
）
で

す
。
議
員
定
数
は
、
１
市
１
町
合
併
直
後
は
43
人
で
し

た
が
、
現
在
は
、
26
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
直
後

の
職
員
数
は
、
１
１
３
５
人
（
旧
各
務
原
市
１
0
５
７

人
、
旧
川
島
町
78
人
）
で
し
た
が
、
現
在
は
８
７
６
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
合
併
の
経
緯

　
平
成
13
年
に
、
羽
島
郡
（
旧
川
島
町
、
岐ぎ

な
ん南
町
、
笠

松
町
、
旧
柳や
な
い
づ津

町
）
に
よ
る
合
併
問
題
研
究
会
が
設
置

さ
れ
、
４
町
合
併
を
基
本
に
検
討
を
進
め
て
い
た
も
の

の
、
他
市
と
合
併
を
望
む
町
も
現
れ
、
最
終
的
に
は
各

町
で
合
併
の
枠
組
み
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
旧
川
島
町
は
、
木
曽
川
を
挟
ん
で

隣
接
し
、
同
一
生
活
圏
で
あ
る
旧
各
務
原
市
へ
の
合
併

を
申
し
入
れ
、
さ
ら
に
、
岐
南
町
も
合
併
協
議
に
参
加

す
る
こ
と
と
な
り
、３
市
町
で
協
議
を
進
め
ま
し
た
が
、

岐
南
町
で
住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
岐
南
町
が
合
併
協
議

を
脱
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
２
市
町
で
合
併
協
議
を
行

い
、
平
成
16
年
11
月
に
新
「
各
務
原
市
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。

◦
合
併
後
の
新
た
な
事
業

　
平
成
25
年
３
月
に
完
成
予
定
の
旧
川
島
町
と
旧
各
務

原
市
を
結
ぶ
「
各
務
原
大
橋
」
の
建
設
を
筆
頭
に
、
各

務
原
市
の
玄
関
口
で
あ
る
名
古
屋
鉄
道
の
新し
ん
う
ぬ
ま

鵜
沼
駅
前

広
場
整
備
事
業
や
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
「
学
び
の
森
」
公
園
の
整
備
な
ど
、
合
併
特

例
債
を
活
用
し
た
27
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
旧
各
務
原
市
内
で
運
行

し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
旧
川
島
町
域
で
も
運

行
し
た
り
、
合
併
前
の
旧
川
島
町
単
独
で
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
も
進
め
て
い
ま
す
。

◦
合
併
に
伴
う
財
政
削
減
効
果

　
議
員
、三
役
の
報
酬
削
減
の
ほ
か
、情
報
関
連
業
務
の

統
合
や
、
し
尿
・
ご
み
処
理
経
費
等
に
お
い
て
、
毎
年

２
億
円
近
い
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
い
ま
す
。

◦
住
民
の
声

　
旧
川
島
町
の
住
民
か
ら
は
、
区
域
が
広
く
な
る
こ
と

に
よ
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
に
く
く
な
る

こ
と
や
、
市
役
所
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
と
い
っ
た

懸
念
の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
広
域
的
視
点
に
よ
る
社

会
資
本
整
備
に
対
す
る
期
待
の
声
も
多
く
、
全
体
で
は

約
６
割
の
町
民
が
合
併
に
賛
成
す
る
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
後
に
は
、
市
民
相
談
課
を
設
け
、
住
民

か
ら
の
声
を
お
聞
き
す
る
場
を
つ
く
り
ま
し
た
。

◦
今
後
の
課
題

　
現
在
、
合
併
か
ら
８
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
旧

市
町
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
違
い
や
、
図
書
館
・
福
祉
施

設
な
ど
旧
市
町
か
ら
引
き
継
い
だ
公
共
施
設
が
重
複
し

て
い
る
た
め
、
維
持
管
理
・
補
修
な
ど
の
経
費
が
多
く

か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
旧
町
役
場
庁
舎
の

議
場
や
委
員
会
室
な
ど
が
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
財
政
改

革
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
進
め
て
い
く
た
め
、よ
り
効
果
的・

効
率
的
な
行
財
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

桑名市役所。旧桑名市役所庁舎を使用し
ています。この他、旧多度町、旧長島町
役場庁舎を総合支所として活用してい
ます

▶

◀�多度大社。北伊勢大神宮と
もいわれ、北伊勢地方の総
氏神としてあがめられて
います。上げ馬神事やちょ
うちん祭りでは、多くの参
拝者が集います

▲�「学びの森」公園。各務原市は、公園都市づくりを目指しており、
現在市内には150以上の公園があります

▲�各務原市役所。近くには８階建ての産業文化センターも
あり、１階から４階は産業関係の施設等が入っており、
５階から７階が市役所北庁舎となっています
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京 都 府 地 域 力 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

乙訓地域で広がる
住民の手による まちの活性化
　住民が自らの住みやすいまちづくりのための活動を行政と協力して行う取り組みは、
京都府内、乙訓地域でもさまざまな形で広がっています。そうした団体を支援する「京
都府地域力再生プロジェクト」から、いくつかの団体を紹介します。

向
日
市

長
岡
京
市

大
山
崎
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
de
ま
ち
づ
く
り

 

〜
国
登
録
有
形
文
化
財
で
つ
な
が
る
地
域
の
輪
〜

市
民
の
思
い
あ
ふ
れ
る

足
元
か
ら
の「
環
境
の
都
づ
く
り
」

身
近
に
お
茶
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

イ
ベ
ン
ト
づ
く
り

　
中
小
路
家
住
宅
は
、
西
国
街
道
に
面

し
た
江
戸
～
明
治
時
代
の
旧
家
で
、
向

日
市
で
初
め
て
の
国
登
録
有
形
文
化
財

で
す
。
主
屋
を
活
用
し
、
元
気
な
高
齢

者
や
地
域
住
民
同
士
の
交
流
・
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
気
楽
に
い
つ
で
も
集

え
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
愛
着

を
深
め
て
い
く
た
め
、
歴
史
と
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
展
示
や
講
演
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
他
に
も
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
や
落
語
会
、
七
夕
茶
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
寄
与
し
、
ま

ち
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
長
岡
京
市
環
境
基
本
計
画
」
の
７

つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
い
て
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。「
里
山
再
生
」「
環
境
教
育
」

「
エ
コ
チ
ー
ム
」「
ビ
オ
ト
ー
プ
」「
花

を
咲
か
そ
う
」「
ま
ち
歩
き
」「
竹
林
再

　
昨
年
の
「
国
民
文
化
祭
・
京
都
２
０

１
１
」
大
茶
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
協
力
者

で
お
茶
に
関
す
る
催
し
を
し
よ
う
と

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
を
対
象
に
し
た
「
子
ど
も
お
茶

遊
び
」
で
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
高
学

年
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
と
行
儀
作
法
か

ら
お
茶
を
た
て
る
ま
で
を
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
練
習
し
、
お
茶
の
文
化
に
ふ
れ

て
も
ら
い
、
お
茶
を
通
し
て
親
子
の
交

流
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
名
も
泊
ま
っ
た
大
山
崎
町
の
旧

旅は
た
ご籠
高
槻
屋
で
、
菓
子
店
の
有ゆ

う
そ
く
が
し

職
菓
子

御ご
ち
ょ
う
し
ん
し
ょ
お
い
ま
つ

調
進
所
老
松
代
表
の
太
田
達
氏
の
講

演
と
茶
会
を
開
催
し
、
大
山
崎
町
の
歴

史
と
お
茶
の
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

歴
史
の
道
と
中
小
路
家
住
宅

長
岡
京
市
環
境
の
都
づ
く
り
会
議

茶
道
サ
ー
ク
ル
友
あ
そ
び

「京都府地域力再生プロジェクト」とは？
人と人とがつながった温かい地域社会を築き、京都の新しい魅力・価値の創造や、より質の高い公
共サービスを提供する京都府の実現をめざし、平成19年度から行われています。地域住民が協働し
て自主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活動」を京都府と市
町村が連携して応援しています。

生
」
の
７
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
、
他
団
体
や
行
政
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み
を
、
市
民
自
ら
の
手
で

進
め
て
い
ま
す
。活
動
内
容
は
多
彩
で
、

森
林
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
環
境
教

育
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
平

成
24
年
度
の
テ
ー
マ
は

環
境
と
災
害
）、
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り

組
み
、
街
角
花
い
っ
ぱ

い
運
動
、
放
置
竹
林
の

整
備
な
ど
の
ほ
か
、
地

元
商
店
街
と
連
携
し
た

打
ち
水
大
作
戦
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
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合
併
以
外
の
広
域
連
携
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
？

教授と学生の

Ｑ＆Ａ

　
そ
も
そ
も
広
域
連
携
っ
て
何
で
す
か
。
合
併
と

ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
合
併
」
も
「
広
域
連
携
」
も
行
政
が
広
域
的
な

連
携
を
す
る
方
法
で
す
が
、
市
町
村
合
併
で
は
、

複
数
の
市
町
村
が
一
つ
に
な
る
こ
と
に
対
し
て
、

広
域
連
携
で
は
、
個
々
の
市
町
村
の
区
域
は
そ
の

ま
ま
で
、連
携
調
整
し
て
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

連
携
の
対
象
は
市
町
村
間
だ
け
で
な
く
、
都
道
府

県
と
市
町
村
、
都
道
府
県
間
で
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
よ
く
マ
ス
コ
ミ
で
「
関
西
広
域
連

合
」
に
つ
い
て
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
広
域
連
携
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
合
併
」「
広
域
連
携
」
の
い
ず
れ
も
、
地
域
の

状
況
の
変
化
、
財
政
事
情
の
悪
化
に
よ
り
、
単
一

の
自
治
体
で
は
取
り
組
み
が
難
し
い
課
題
に
つ
い

て
連
携
し
て
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

「
平
成
の
大
合
併
」
が
一
段
落
し
た
後
、し
ば
し
ば
話
題
に
の
ぼ
る
の
が
自
治
体
の
広
域
的
取
り

組
み
、「
広
域
連
携
」
に
つ
い
て
で
す
。
本
号
「
特
集
」
で
も
未
合
併
自
治
体
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
「
効
果
的
な
広
域
連
携
の
推
進
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
乙
訓
地
域
を

代
表
し
て
、
学
生
か
ら
教
授
に
質
問
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
す
。
さ
ら
に
、
経
費
の
削
減
、
財
政
基
盤
の
安

定
化
、
専
門
的
な
人
材
を
確
保
す
る
な
ど
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
実

現
も
、
そ
の
大
き
な
目
的
で
す
。

　
広
域
連
携
に
は
ど
ん
な
方
法
、
種
類
が
あ
る
の

で
す
か
。

　
地
方
自
治
法
が
定
め
る
広
域
連
携
の
方
法
は
、

「
協
議
会
」「
機
関
等
の
共
同
設
置
」「
事
務
の
委

託
」「
一
部
事
務
組
合
」「
広
域
連
合
」
の
５
つ
で

す
。
平
成
22
年
７
月
時
点
で
、
そ
の
大
半
を
占
め

る
の
が
、「
事
務
の
委
託
」
と
「
一
部
事
務
組
合
」

で
す
。
具
体
例
と
し
て
、前
者
は
公
平
委
員
会（
地

方
公
務
員
の
利
益
の
保
護
と
公
正
な
人
事
権
の
行

使
を
保
障
す
る
た
め
の
行
政
委
員
会
）
や
住
民
票

の
写
し
の
交
付
な
ど
の
事
業
、
後
者
は
ご
み
処
理

や
し
尿
処
理
な
ど
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
乙
訓
地

域
に
も
、ご
み
処
理
を
行
う
乙
訓
環
境
衛
生
組
合
、

福
祉
事
業
を
行
う
乙
訓
福
祉
施
設
事
務
組
合
、
消

防
事
業
を
行
う
乙
訓
消
防
組
合
の
３
つ
の
「
一
部

事
務
組
合
」
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
ど
ん
な
連
携
の
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る

の
で
す
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ
た
人
員
や
財
源
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
に
は
、
広
域
連
携
に
よ
る
事
務
の

共
同
処
理
は
、
欠
か
せ
な
い
手
段
に
な
る
と
思
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、地
方
分
権
改
革
の
進
展
に
よ

り
国
や
府
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
る
事
務
、
高

齢
化
・
人
口
減
少
の
進
行
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
な
ど
、維
持
が
困
難
に
な
る
事
務
、

小
規
模
市
町
村
に
お
い
て
は
、
道
路
や
橋
り
ょ
う

の
安
全
管
理
や
小
中
学
校
・
図
書
館
の
管
理
運
営

な
ど
、
財
政
上
専
門
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
事
務
の
共
同
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。

　
望
ま
し
い
連
携
の
あ
り
方
を
み
ん
な
で
考
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
先
生
の
お
話
を
聞
い

て
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

学生教授

市町の枠を越えた広域観
光枠

研修レポート

　
こ
の
研
修
会
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
毎
年
開

催
し
て
お
り
、
こ
の
日
は
講
師
に
阪
南
大
学
国

際
観
光
学
部
国
際
観
光
学
科�
准
教
授�

大
谷
新

太
郎
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
市
町
の
枠
を
越
え
た

　
行
財
政
基
盤
の
充
実
・
強
化
を
図

り
、
広
域
的
対
応
も
含
め
た
行
財
政

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め

る
た
め
、
乙
訓
地
域
分
科
会
研
修
会

が
平
成
24
年
10
月
12
日
、
向
日
市
役

所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
市
１
町

の
職
員
約
30
人
が
参
加
し
、
市
町
の

枠
を
越
え
た
広
域
的
な
取
り
組
み
の

ひ
と
つ
と
し
て
観
光
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

広
域
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
谷
さ
ん
は
最
初
に
、
広
域
観
光
の
基
本
的

な
考
え
方
、
背
景
に
触
れ
「
近
年
、
旅
行
者
・

観
光
者
の
機
動
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
観
光
者

は
単
一
の
場
所
（
市
町
）
で
は
な
く
、
も
う
少

し
大
き
い
エ
リ
ア
で
行
動
す
る
こ
と
か
ら
、
行

政
区
域
単
位
の
地
域
を
越
え
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
り
、
行
政
側
は
旅
行
者
・
観
光
者
が
そ

の
地
域
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
、
期
待
し
て
い

る
こ
と
は
何
な
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
の
諸
施
策
と
し
て
「
旅
行
者
・

観
光
者
は
た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら
必
要
な

情
報
を
検
索
し
、
選
ぶ
時
代
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
発
信
側
で
あ
る
行
政
は
各
市
町
、
乙
訓
地

域
、
山
城
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
、
検
索
側
が
多
数
の
情
報
か
ら
選
択

で
き
る
よ
う「
重
層
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
」

が
大
切
で
あ
る
」「
各
地
域
の
特
色
を
打
ち
消
す

よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
共
通
で
行
う
こ
と
と
各

地
域
の
特
色
・
個
性
を
打
ち
出
す
こ
と
を
明
確

に
す
る
。
ま
た
、
点
の
観
光
を
線
、
面
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
２
市
１
町
の
中
で
地
域
の
良
い
と
こ
ろ
を

自
慢
し
合
い
、
共
通
点
を
発
見
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
外
へ
発
信
し
て
い
く
。
こ

れ
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
地
域
の
資
源
の
Ｐ
Ｒ

に
な
っ
て
い
く
」
と
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
２
市
１
町
の
観
光
担
当
の
職
員
か

ら
、
各
市
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
、
２
市

１
町
を
含
め
、
広
域
で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

に
つ
い
て
紹
介
が
あ
り
、本
日
の
研
修
を
受
け
、

あ
ら
た
め
て
今
後
の
乙
訓
の
観
光
行
政
・
事
業

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講演中の様子

職員による乙訓の観光事業紹介

講師：大谷准教授
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乙訓地域の
祭り

　毎年11月中旬の土・日曜日に、向日町競輪場で、市や市商工
会、京都中央農業協同組合で組織された向日市まつり実行委員
会が開催しており、今年で34回目を迎えました。
　会場内では、向日かぐや太鼓をはじめとする特設ステージで
のパフォーマンス、遊びの広場、飲食コーナーや地元の特産品
の展示・販売など、多彩な催しが行われます。
　子どもからお年寄りまで５万人の市民が集い、笑い、ふれあっ
て楽しいひとときを過ごせる、向日市の秋を代表するイベント
です。

向日市まつり／向日市

　毎年秋に、町内の農業、商業等の各種団体と町が一体となり、
住民が楽しんで参加できる交流の場を提供し、「ふるさとおおや
まざき」の産業を見つめ、より一層の理解と推進を図るため、
役場周辺で各種イベントを開催しています。
　いきいき朝市や農産物品評会、模擬店や消防車両の展示など、
さまざまなイベントを開催し、ステージでは、ライブバンドや
パフォーマーたちによる楽しいイベントも行っています。
　大山崎町商工会のイメージキャラクター「ララン」ちゃんも
祭りを盛り上げています。

　明智光秀の娘・玉（のちのガラシャ）が勝龍寺城城主
細川藤

ふじたか
孝の長子忠

ただおき
興の元に輿

こしい
入れし、幸せな新婚生活を

過ごした長岡京市。
　長岡京ガラシャ祭は、細川ガラシャ夫人の愛と感動の
物語をテーマにした市民まつりです。
　毎年、11月の第二日曜日に開催しています。
　歴史文化・お輿入れ・町衆祝いなどの行列や、長岡京
なるこ踊り、ふれ太鼓、楽市楽座などイベントも多数開
催されます。

長岡京ガラシャ祭／長岡京市

おおやまざき産業まつり／大山崎町


